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種子の乾燥に閑する研究

第2線　加温乾晩が籾及び麦の発芽に及ぼす

影響について

佐野松夫・佐藤由治・渡辺源六

（宮城県農試岩沼分場）

1．　は　し　が　舌

種子保存を考える場合に撞子の発芽を害せずに，乾娩

することは必須の条件であるが，前報に寧いてSH即沌J

Kよるもみ乾燥が可能なことを報じたが，多量の種子には

利用し難いので．多量の種子を効率的に乾操させるため，

加温乾触ナろ場合における乾燥温度と，粒子の発芽との

関係について調査したので報告する．

2・　試　験　方　法

1　水稲

山　供試材料　1≦棍年産　ササックレ

∽　供試条件及び区の構成
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注：乾燥は池田理化学機械製作所製の熟嵐通風乾燥験を用いて

1繁は年2月26日⊥少8月8日忙かけて行い．低温度で平衡

含水率となったら久殴階に鼻温させた．

閻　乾触後の処慮　プラスチック製円筒ケースに密

封し暗室内に貯蔵した．

沌　綱査　含水率比熱射赤外線含水率計で測定した・

芽は6月19日エ少量円にて旭日締切

（平均温度別．2て））幼芽幼根の発生した

ものとした．

之　麦勤

用　供試材料・】舗2年産小麦巳アオノミコムギ

裸麦吾ミヤギハダカ　皮麦ロショウ

キムギ

三汀

闇・【勘試条件及び区の崩成

当初含水率　小麦皿．9％

裸麦16．0％

皮麦14．1％
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注：乾燥は池田理化学棚作所製の熟凰通風乾燥機を用いて

1ポ2年7月9日から18日Kかけて行い，平衡含水車に達

したら畑階に井温させた．

¢）乾無後の処置　ポリュチレン袋に封入してデシ

ケークーに入れ室内に12月まで

諷いた．

㈱　調査　　含水率は乱射赤外線含水率計で測定．

発芽率は定温器（如℃）内で幼芽幼根

の発生し‾たもので，5日紳切で行った．

さ．賦鹸鈷集と電嚢

L．水稲

乾娘の結果は第1表の通力幻℃で10．8％．亜℃て6．7％．

¢℃で4．4％．紗℃で2．2％の含水率まで乾無し得た．

発芽試験の結果は帯1図の通少である．

発芽率は高温での乾燥は伊藤・林等1）の成績上カも低

率であるが．発芽試験期恥を通日締切少したためと思わ

れる・実際には発芽率の低いものに，その後の観察でも

僅か増加しているが．平均発芽速度でも明らかなように，

発芽に長日時を要して撞子としての実用性は扱いものと

思考された．

このことは発芽傾数に帥て明らかをように．．20℃・即

℃では沖％を示しているのに朗℃・帥℃では85％・

11％と低率を示している．しかし低温度を経て㈲℃に

て能無したものは一　亜℃で乾巣したものと変らない高率

を示し・80て日にても低温匿の平衡含水率を経て善たもの
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等1表　処理後含水率
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程高率となっていることから，高温乾腱による一社の障

害が内蔵されてきていることを示すものと思考される．

従って熱風通風乾燥枚を使用して種子を乾換する場合

には，初めから併℃以上で乾触することを逝けるべきで

あるが．低湿度を経て高温度乾鰻する場合でも実用上，

安全性を考えるならば馴℃を限度とした方がよいと云え

る．
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第1回・乾鏑■慶と発芽との関係

之　麦類

乾操の結果は等2表の通力で，夏季の高温多湿時であ

琴2　　処理後含水率

区　 番　 号
含　 水　 率

備　　　 考
小　 麦 裸　 麦 反　 麦

0 （室内放置 ） 14 ．8％ lA 0 ％ 14 ．0％ 室 内 放 置 で

4 7 ．9 7 ．9 7 ．9 は 12 月 25 日

6 5 ．0 5 ．0 5 ．0 ま で 170 日間

8 乙8 2 ．8 2 ．8 後 の 含 水 率

4　 6 5 ．0 5 ．0 6 ．0 で あ る ．

4　 6　 8 乙8 2 ．8 2 ．8

4　 8 2 ．8 2 ．8 2 ．8

6　 8 2 ．8 2 ．8 ． 2 ．8

ったため，前記水稲工少も高含水率で平衡含水率に達し

たが，小麦・裸麦・皮麦間には蓋がなく，亜℃で7．9％

・60℃で5％・釧℃でa8％に乾無した・

発芽率は第3表の過少で高温乾燥したものほど低下し

ているが．低温度の平衡含水率を経過して高温乾無に移

行した場合は，発芽率の低1が少ないことは前た水稲と

向機である．麦類陶では小麦は朗℃までは発芽率を害し

第8表　発　芽，率

区　 番　 号 」、　 麦 裸　　 麦 皮　　 麦
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4　 6 ・ l l00 87 1弘

4　 6　 8 ′払 61 一花

4　 8 　 t汀 馳 亜

6　 8 溺 1も 亜

てないが，裸麦・皮麦は6U℃では実用的にみた発芽率

醐％（主要農作物種子法に基く生産物審査合格基準）以

下である処から，小麦に比して高温乾燥に弱い結果を示

した．

従来麦類の乾娘については夏季の高温下の自然乾操が

充分行われているためか，その公表されている成績は小

く，特に加湿乾燥については少をい・安田氏事）は麦薙げ

脚℃以下で乾操せねばならぬと云い．又裸種子は蒸発が

容易であるから，勘合に高温を用いて宜し．いが，葬めま

i乾無する場合には蒸熟を超すから，温度を低い所から

漸次上昇せねばならぬと記述している・可橿な点から考

えると巨乾蝕する時期の空気温度と機内温度についても

又麦類の成熟刈取直後から乾撫する上うな烙一条件で麦

類の差を検討する要がある・
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